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□   はじめに  

このマニュアルは、日医特定健康診査システムをスムーズに導入するためのクイックインストー

ルマニュアルです。詳細なインストール方法/運用方法については、下記サイトにあるマニュアル

等もご参照ください。

日医特定健康診査システム　Web サイト

http://www.orca.med.or.jp/tokutei/

http://www.orca.med.or.jp/tokutei/


日医特定健康診査システム インストール手順

１．  インストール前の準備  

□ インストールに必要なファイル

日医特定健康診査システムの動作に必要なソフトは、以下の 4 点です。

• Java Runtime Environment(JRE) Version 6 update 3 以上 (最新版を推奨)

• データーベースエンジン Firebird Ver 2.0

• Adobe Reader  6.0 以上 (セキュリティ的に最新版 9.1 以降を推奨)

• 日医特定健康診査システム プログラム本体

上記のソフトウェアがインストールされている場合でも、上記のバージョンより古い場合は

プログラムが正常に動作しない恐れがあるので、改めて新しいバージョンをインストール

いただくようお願いします。

医見書・給管鳥等をお使いのユーザ様は、医見書等で使用しているデータベース Firebird 

1.5(Windows XP)や、他の一部のシステムで利用されている Firebird 1.0 とは同時に使用でき

ません。日医特定健康診査システムをインストールする前に      Firebird 1.5      や      Firebird 1.0      を  

アンインストールする必要があります。アンインストール方法については、このマニュアル中で

解説してありますので、それに従ってください。

また、Java(JRE)に関しては最新の Java(JRE)のインストールを行いますが、オンラインバンキン

グや電子申請等で      Java      を使用している場合、指定されている      Java(JRE)  のバージョンと異なると  

使用できなくなる  ケース  があります  ので、もしそのようなソフトをお使いの場合は、

銀行/行政機関サイトなどで確認/問い合わせをした上で、インストールをお願いします。



□ Firebird 1.5/1.0 のアンインストール

以下の手順は、医見書・給管鳥などの古いバージョンで Firebird 1.5 を利用している場合のみに

必要な作業です。最新版の医見書では、Firebird 2.0 を利用しているので下記の作業は必要あり

ません。Firebird がインストールされてない環境であれば、このセクションを飛ばして次のセクショ

ンを参照してください。

スタートメニューから、「設定」→「コントロールパネル」を開きます。

「プログラムの追加と削除」を開き、”Firebird 1.5..”という Firebird データベースの項目があった

場合は、Firebird 1.5 を選択し「変更と削除」ボタンを押してください。

“Firebird 2.0..”であった場合は、下記の作業は必要ありません。次のセクションに進んでください。



Firebird の削除を確認するダイアログが出ますので、「はい」を選択してください。

ライブラリ等の削除を求められますので、「Yes to All」を選択してください。

以下のような表示が出れば、Firebird のアンインストールに成功しています。

これで、Firebird のアンインストールについては完了しました。



２  ．  必要なソフトウェアのインストール  

□ Java Runtime Environment(JRE)のインストール
日医特定健康診査システムを実行するのに必要な Java(JRE)をインストールします。

JRE 1.5 等の古い Java(JRE)では動作しませんので、最新の JRE 6 をインストールしてください。

以下のサイトにアクセスして、Java(JRE)をダウンロードします。

http://java.com/ja/

「無料 Java のダウンロード」ボタンを押してダウンロードに進みます。

「無料 Java のダウンロード」ボタンを押して進んでください。

http://java.com/ja/


ファイルのダウンロードに関する警告が出るので、「実行」をクリックしてください。

ダウンロードしたファイルを本当に実行してよいか、セキュリティ警告が出ますので

「実行する」ボタンを押してください。

※セキュリティ的に問題がないか確認を行うのであれば、発行元の「Sun Microsystems, Inc」を

クリックして、デジタル署名に問題がないことを確認のうえで、「実行する」ボタンを押してください。



セットアップ画面が出ますので、「インストール」ボタンを押して進めてください。

しばらくインストール処理が行われ、正常に Java がインストールされると次のような

画面が出ます。これで Java のインストールについては完了です。



□ Adobe Reader のインストール
日医特定健康診査システムで作成される PDF ファイルを閲覧/印刷するのに必要な

Adobe Reader をインストールします。

近年 Adobe Reader 等を狙った PDF ウイルスが広がっていますので、インストールする

Adobe Reader のバージョンは最新のものを推奨します。(2009/7/13現在はバージョン 9.1.2)

以下のサイトにアクセスして、Adobe Reader をダウンロードします。

http://get.adobe.com/jp/reader/

Adobe Reader のダウンロードページが表示されますので、無償Googleツールバーの

チェックをはずして、「ダウンロード」ボタンを押してください。

http://get.adobe.com/jp/reader/


Internet Explorer を使用している場合は、ブラウザ上部に Active X コントロールのインストール

を促される表示が出ますが、下のほうにある「ダウンロードが開始しない場合は、ここをクリックし

てください」をクリックして進めてください。

※Active X コントロールを利用してのインストールも可能ですが、その際は Active X コントロール

のセキュリティ/アップデートに十分ご注意ください。



ファイルのダウンロードに関する警告が出るので、「実行」をクリックしてください。

ダウンロードしたファイルを本当に実行してよいか、セキュリティ警告が出ますので

「実行する」ボタンを押してください。

※セキュリティ的に問題がないか確認を行うのであれば、発行元の「Adobe Systems, 

Incorporated」をクリックして、デジタル署名に問題がないことを確認の上で

「実行する」ボタンを押してください。



しばらく待つと、インストール先をたずねるセットアップ画面が出てきますので

インストール先を確認した上で、「次へ」ボタンを押してください。

「インストール」ボタンを押して、インストールを行ってください。



Adobe Reader のインストールが正常に終了した場合は、次のような画面が出ます。

これで Adobe Reader のインストールは完了です。



□ Adobe Reader のアップデート
最近 Adobe Reader の脆弱性を狙ったウイルスが増えていますので、セキュリティアップデートを

行い、最新版にアップデートします。

デスクトップ上にある Adobe Reader の赤いアイコンをクリックして、Adobe Reader を起動してくだ

さい。使用許諾契約の確認画面が出ますので、内容を確認して「同意する」を選択してください。

Adobe Reader のメニューより、「ヘルプ」→「アップデートの有無をチェック」を選択してください。



アップデートがある場合は確認画面が出てきますので、「今すぐインストール」をクリックして

アップデートを進めてください。

アップデートが無事に終了した場合は、下記のようなメッセージが出ます。



□ 日医特定健康診査システムのインストール
日医特定健康診査システムの本体プログラムをインストールします。

日医特定健康診査システムのインストーラには、Firebird 2.0 のインストール手順も含まれて

おりますので、別途 Firebird をインストールする必要はありません。

以下のサイトにアクセスして、日医特定健康診査システムのインストーラをダウンロードします。

http://www.orca.med.or.jp/tokutei/#download

2008/7/13現在では、Ver 1.1.6 のインストーラ nittoku_116_setup.exe をクリックします。

ファイルのダウンロードに関する警告が出るので、「実行」ボタンをクリックしてください。

http://www.orca.med.or.jp/tokutei/#download


日医特定健康診査システムのインストーラはデジタル署名されていないため

インストールしても良いか、セキュリティの警告画面が出ます。

正しいサイトからダウンロードしていることを確認のうえで、「実行する」ボタンを押してください。

「次へ」を押してインストールを進めます。



インストール先フォルダをたずねられますので、変更する必要がなければ

そのまま、「次へ」を押してください。

※Windows XP での標準インストール先は「C：\Program Files\NITTOKU」フォルダですが、

Windows Vista の標準インストール先は「C：\NITTOKU」です。Windows Vista の場合は

トラブルの原因となりますので、「C：\Program Files」にインストールできません。

フォルダの作成をたずねられたら、「はい」を選択します。



インストールを開始するために、「インストール」ボタンを押します。

ここで、Firebird データベースのインストールを尋ねるダイアログが、出てきますので

Firebird 2.0 がインストールされていないのであれば、「はい」を押してください。

(もしインストールされていた場合は、既に Firebird 2.0 がインストールされている旨の

メッセージが出ます。)

もし、「Firebird 1.5 のサービスを停止して、Firebird 2.0 をインストールしますか?」の

メッセージが出た場合は、Firebird 1.5 がアンインストールされていないので、このマニュアルの

前のセクションに戻って、Firebird のアンインストール作業を行ってください。



日医特定健康診査システムがインストールが正常に終了した場合は、次のような

画面が出ます。これで、全てのソフトのインストールが完了しました。

日医特定健康診査システムを利用するためには、初期設定を行う必要がありますので

次ページ以降で解説してあります。

□ 日医特定健康診査システムのアップデート
日医特定健康診査システムはオンラインまたはオフラインでアップデートができます。

インターネットに接続していないパソコン等で、オフラインアップデートを行う場合は

日医特定健康診査システムのウェブサイトを参考にしてアップデートを行ってください。

オンラインアップデートを行う場合は、「スタートメニュー」→「プログラム」→「日医特定

健康診査システム」→「アップデートソフトウェア」を選択して起動してください。

「アップデート実行」ボタンを押し、「はい」を選択してアップデートを進めてください。



□ 日医特定健康診査システムの初期設定

日医特定健康診査システムは、主に下記の 2種類のソフトで構成されています。

  * システム管理者用ソフトウェア

  * 日医特定健康診査ソフトウェア

日医特定健康  診査  ソフトウェアを利用するためには、  まず  健診機関情報を  

システム管理ソフトウェアで登録する必要があります。

スタートメニュー→「日医特定健康診査システム」→「システム管理者用ソフトウェア」を開きます。

  * ユーザ名  :Admin

  * パスワード :Admin

でログインしてください。ユーザ名  /  パスワードの頭文字は大文字です。  

「健診機関情報メンテナンス」をクリックします。



健診機関情報メンテナンス画面が現れますので、「追加」ボタンを押してください

健診機関情報を入力し、「登録」ボタンを押します。

その後、「終了」ボタンを押していき、システム管理者用ソフトウェアを終了してください。



スタートメニューを開き、「日医特定健康診査システム」→「日医特定健康診査ソフトウェア」を

開きます。さきほど登録した健診機関番号が、表示されていることを確認し、

  * ユーザ名  :Admin

  * パスワード :Admin

でログインしてください。ユーザ名  /  パスワードの頭文字は大文字です  。

ログインに成功すると、特定健診システムの画面が表示され、利用できるようになります。

次回からは、「日医特定健康診査ソフトウェア」を起動することで、利用できます。

以上で、特定健診ソフトの初期設定ならびに、ソフトウェア利用のための手順は終了です。

お疲れさまでした。


